
平成２２年７月３０日

湯沢河川国道事務所

【防災情報】湯沢河川国道事務所（河川）防災情報（第３報）

湯沢河川国道事務所では、7月30日12時00分に洪水災害対策支部（警戒体制）を設置

しておりましたが、18時00分現在、玉川の長野水位観測所は、はん濫注意水位を下回っ

ています。また、雄物川の神宮寺水位観測所の水位も下降中であり、今後、まとまった

降雨の恐れがないことから、7月30日18時00分に洪水災害対策支部（注意体制）に移行

しました。

１．水位情報

平成２２年７月３０日（金）１８時００分現在の水位は以下のとおりです。

雄物川水系玉川 長野 （大仙市） ２．６５ｍ （下降中）

（ ． 、 ． ）水防団待機水位 ２ ３０ｍ はん濫注意水位 ２ ９０ｍ

雄物川水系雄物川 神宮寺（大仙市） ４．１２ｍ （下降中）

（ ． 、 ． ）水防団待機水位 ３ ５０ｍ はん濫注意水位 ５ ００ｍ

２．湯沢河川国道事務所 災害支部体制

７月３０日 １１時００分 洪水災害対策支部（注意体制）

７月３０日 １２時００分 洪水災害対策支部（警戒体制）

７月３０日 １８時００分 洪水災害対策支部（注意体制）

３．今後の見通し

雄物川、玉川では水位は下降傾向にありますが、依然高い状態であることから、十

分注意して下さい。
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